


はじめに

算数・数学は、好き嫌いがはっきりしやすい教科です。ある子どもは、「答えが１つに

決まっているから、すっきりしていて好きです」と言い、またある子どもは、「こんなこ

とをしても、将来なんの役に立つかわからないから勉強したくない」と言います。苦手意

識を持つ子も多いこの教科をとおして、私たちは、子どもたちに何を伝え、どのように育

んでいけばよいのでしょうか。

2011年（平成23年）４月に小学校３名、中学校２名の先生方を研究員として迎え、算数

・数学科研究部会の今回の研究がはじまりました。研究テーマは「ともに学ぶよろこびを

感じる算数・数学の授業づくり～相手の立場に立って理解・説明する力を育てる～」と設

定しました。「友に学ぶ」中で、そして「共に学ぶ」中で子どもたちが「よろこび」を感

じるような授業を目指して進めてきた３年間の研究の成果をまとめたのがこの報告書で

す。本研究では、算数・数学科で育てていきたい力として「推論：直観と反省」「表現：

具体と抽象」の２つに着目し、子どもたちが「ともに学ぶ」ことにより、どのように影響

し合い、成長し合うのか、授業研究を重ねる中で検証してきました。思いは同じでも、方

法は先生方それぞれの個性が光ります。伴って変わる２つの数量の関係について具体的か

つ豊かなイメージを持たせようと工夫した先生。教科書の流れではなく、子どもたちに必

然性を感じさせる展開を試みた先生。図形の定義をことばで教えるのではなく、作図の試

行錯誤によって理解させようとした先生。数学的なコミュニケーションの場の設定により、

よろこびや楽しさを感じさせようとした先生。間違うことへの抵抗感を減らすことによっ

て学び合いを活発化させ、自己肯定感を高めようとした先生。一人ひとりの先生が、授業

に真摯に向き合い、研究テーマに迫っていきました。そして、その気概は研究部会を重ね

るごとに強まり、発言も深みを増してきました。研究員の先生の学校で行われた授業実践

や授業研究セミナーでの研究協議では、所属校の先生方も多数参加され、熱い議論が展開

されました。研究部会だけの研究ではなく、広がりを持った研究として進めることができ

たことは、ありがたいことでした。

この研究報告書をお読みになられた方が、授業を研究することの楽しさや大切さをお感

じになり、先輩や仲間とともに新たな授業づくりに挑戦し続けていただけたら幸いです。

それらの一つひとつの実践の積み重ねが、冒頭の問いの答えにつながっていくと信じてい

ます。

最後になりましたが、横浜国立大学教授の池田敏和先生には、３年間にわたり、温かく、

丁寧なご指導をいただきました。深く感謝いたします。

2014年（平成26年）３月

藤沢市教育文化センター長 泉 在道
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研究について 

テーマ：ともに学ぶよろこびを感じる算数・数学の授業づくり 

   ～相手の立場に立って理解・説明する力を育てる～ 

                            

１．テーマについて   

私たちは、小・中学校の現状やそれぞれの課題

を研究部会で議論する中で、子どもたちが友達と

かかわり合いながら学習していくことの楽しさや

うれしさ、そして満足感や充実感をもつというこ

とを認識した。また、教師が子どもたちに友達と

のかかわり合いを授業の中に盛り込み、展開させ

ていく必要性をも感じた。その友達とのかかわり

が「学び合う力」「相手を意識して説明する力＝表

現力」「高め合う力＝みんなで考える力」を養って

いくのではないかと考えた。そこで、子どもたち

にどんなかかわりをもたせ、また友達をどのよう

に意識させて学習を展開させていくのかを今後の

授業実践を通して深めていくこととした。  

また具体的な学習する教室の姿として、課題解

決に対して、一人だけが分かっていても仕方がな

い。みんなが分かるようになってもらいたいとい

う思いがあり、そこには学級の友達同士の学び合

いもある。みんなが「あーでもない」「こーでもな

い」と意見を言い合い、考えながら取り組んでい

る光景が見えてくる。そこでは子どもたちの学び

合いがある。みんなで課題を考え、分かっている

子は分からない子に「こうだよ」と説明をし、も

し理解してもらえなければ、分らない子の立場に

立って分かりやすく説明をする工夫を繰り返す。

分かっていない子は「へえ、そうなのか」と感心

し、互いに認め合っていく姿が見られてくる。当

然そこではコミュニケーション力も養われていく

と考える。このような姿を思い浮かべ、子どもた

ちに算数・数学で育てたい力をつけたいというこ

とを目指し、私たちは、研究テーマを『ともに学

ぶよろこびを感じる算数・数学の授業づくり～相

手の立場に立って理解・説明する力を育てる～』

とし、小学校３名、中学校２名、計５名の研究員

による３年間の研究を進めた。 
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２．研究の概要 

  子どもたちの学び合いがある授業づくりのた

めに、３年間の研究活動では何を大切にするこ

とが必要なのかを論議した結果、次のような共

通認識を持って研究を進めていった。 

 

（１）研究部会での授業づくりについての基本的

な考え方や進め方 

 ・研究員全員が授業実践し、課題を見つけ、授 

業実践力を高めていく契機とする。 

  ・教材づくりの話し合いを充実させる。 

・指導案づくりの話し合いを深める。 

・子どもたちが悩むような、疑問を持つ授業づ

くりを行う。 

・子どもたちの学び合いがある授業づくりを行

う。 

・直観でいいから、思いつきをもっと語ること

を大切にした授業づくりを行う。 

・子どもたちの中に生まれた素朴な疑問や問い

を引き出すために、興味ある発問の仕方や工

夫を研究する。 

 

（２）授業実践段階で考えること  

  授業実践をする上では何が大切なのかを論議 

する中で、次のようなことを念頭に置いて教材 

研究や授業実践を進めていくこととし、次の共 

通理解が生まれた。 

①子どもたちには、間違ってもよいから直観に

よる思いつきを語らせ、自分の考えを表現す

ることを大切にさせ、お互いが認め合うこと

で、学び合いを活発化させていく。 

②授業では子どもたちのつぶやきなどを取り入

れ、授業展開には柔軟性をもたせ、指導案を

子どもの実態に合わせて修正していく。（子

どもが満足することで、算数・数学の力を育

てる授業を実践する。） 

③「なぜ」「どうして」という根拠を明確にす

る問いや、「いつでもそう言えるのか」とい

う一般化を問う、問いづくりの構成を考える。 

④子どもに「あれ？」というような疑問を持たせ、

問いが発生する授業を目指す。 

⑤「あーでもない、こーでもない」とお互いの考

えや意見が言いあえるような、学び合いのある

授業づくりを目指す。 

⑥算数・数学で育てる「問題解決力」とは、解き

方を理解する力だけでなく、問題を見いだす力

や問題解決のための有効な条件を探る力も大切

であるということを認識する。 

⑦みんなで考えあって、分かり合い、高め合うこ

とが大切で、分かる子やできない子の声だけで

なく、学級のみんなの声にも耳を傾け、それに

共感し互いに理解し合っていく。 

 

（３）算数・数学科での言語活動について 

  言語活動における論議を進め、次のようにと

らえて、各研究員の授業実践や研究への取り組

みへの課題とした。 

  言語活動には人とのかかわりが必要である。 

 だから人とのやりとりをすることで思考力を高 

 めていく。また、算数・数学の言葉を使い、伝 

 え合うことで言語活動を深める。 

さらに式を読むこと、式は抽象的であるから 

具体を語ることが必要である。そのためには何 

が抽象か具体なのかに気付く必要がある。 

 

（４）研究テーマを基に授業実践・協議して 

  テーマについて研究部会で話し合いを積み重

ね、授業研究セミナーで授業実践・研究協議を

重ねてきたが、当初、指導案づくりや教材の論

議の際に、研究テーマの主題よりもサブテーマ

について論議の重点が置かれていた。主テーマ

である「ともに学ぶよろこび」とは何だろうか、

各研究員はどのようにとらえ、そのためにどん

な授業実践をし、具体的な取り組みを進めてき

たのかという論議が活発に取り交わされるよう 

になったのは、研究活動の後半の頃からであっ

た。そこでは次のような考察が出された。 

 



【ともに学ぶよろこびとはどんなことだろう】 

 どんな時に子どもは算数が楽しく、面白いの 

か。そしてそれらがよろこびにつながるとは、 

どんな場面があるのかということを探ってみた。 

 

①授業者 

［スタンスとして］ 

・重要なのは、教師が算数・数学にどういう面 

白さを感じているかということである。 

また、教師が持っている算数・数学の価値観 

の中でしか子どもたちには教えられない。だ

から、子どもに聞く前に自分はどうなのかと

考えていかないと、この問いは広がっていか

ない。 

・「よろこび」とは楽しさだけではない。 

［算数・数学を学習するよろこび］ 

・筋道を立てて考えることを大切にしていき、物

事を述べていける。 

・自分で考えれば解決できる教科である。「あっ、

できた」という満足感が味わえる。 

・説明することが好きで、そこに楽しさや「よろ

こび」がある。 

・自分にはない友達の考え方を、目に見える形 

で伝え合えるようにすることである。 

・様々な目線からのアプローチを学ぶことで、社 

会で遭遇した課題に対するアプローチの方法

を考えていける。 

②子どもたち 

・できる子がさらなる「よろこび」を求めていけ

ば、一つの問題をどう深め、広げるかという力

が期待できる。 

・ゴールに対していろいろな行き方や方法があり、

共有することが楽しい。 

・自分がわかったことを発言することができるか

ら、「よろこび」や「達成感」がある。 

・抽象化されたものが具体化され、その人の考え

が見えるようになり、また「そんな考え方があ

ったのか」という考えの広がりを感じた時に、

「よろこび」を感じる。 

③「よろこび」の論議から見えてきたこと 

・「よろこび」はクラスの中でみんな同じもので

なければいけないのか、違ってもいいのか。何

故そうなのか、どうしてそう考えるのかという

根拠が必要になってくる。 

・「よろこび」は子ども一人ひとりが同じでなけ

ればならないのか。同じだったらこんなことが

ある、違ったならば、違ったなりのものがある

という根拠が必要である。 

 

（５）相手の立場に立って理解・説明させるため

に、仮のテーマから指導過程を考えた。 

 

① 理 解 ・ 説 明 す る た め の 指 導 過 程 の 流 れ

ともに学ぶよろこび

●説明するよろこびを感じる授業づくり
人の立場に立って、理解・説明する力を育てる

①何がわかるのか

②どんな場面で、どんな工夫をすることをねらっているのか

個に応じて変える

③子どものわかり具合をどのようにとらえるか？

④いかに相手を意識させるか？

（１）二人で、グループで 書く・説明する

わかる（理解する） 説明する

（A）

（１）友だちの考え

（２）自分の考え

（B）内容

（１）なんのために‥

（２）どういうこと‥

（３）どうして気づいたの？

（１）すぐわかる

（２）ヒントをもらって

（３）説明をきいて

（１）図・絵・グラフ・式で説明 ＝

（２）根拠・（あいまい）

技術

意味

具体的な意味

よくわからない子がいるからこそ、

その重要性がわかる

◎

知ってい

る世界

◎

あ～

つながった！

わかった！

 ②よりよい説明の仕方 

・わかって理解しているからこそ説明ができる。 

 ・「聴く」という行為がよりよい説明につながっ

ていく。 

・「この説明じゃ分らないよ」と感じた経験を話

し手の立場に生かす。 

・自分の考えを理解してもらうことで、「よろこ

び」を感じるようになる。 

・自分の考えを「伝えたい」という思いから、

相手の立場に立ったわかりやすい説明の仕方

を工夫するようになる。 

 

 



（６）推論と表現を基にした授業づくり、テーマを具現化させる授業実践の指導過程 

基本的に推論と言った時、算数・数学で育てた

い力というのは直観でいいから思いつきをもっと

語ろうよということである。当然そこには本当に

いいのかどうかという確かめる活動が要求され対

話も期待できる。またそこには「ともに学ぶ」姿

があるから推論も深まっていく。算数・数学で育

てたい推論は、直観から振り返り、根拠を明らか

にして論理的に説明をすることで、友達同士のや

り取りを通して深まっていく。この深まりで表現

の部分も出てくる。子どもの中では表現の受け取

り方が違う、個人差が現われてくるから、当然「あ

なたの表現はどういう意味ですか」という質問が

出されてくる。そこで相手の立場に立って説明す

ることによって、理解してもらう。そこには「と

もに学ぶ」姿が現われてくる。 

＜詳細は研究員の実践記録の１・２頁目を参照＞ 

 

日頃の授業から育てたい力

１．共感できたことに「なるほど」と
頷く。

２．わからないことがあれば、「わ
からない」といえる。そして、ど
こまでわかって、どこからわか
らないかを考える。

３．疑問に思ったことを質問する。
４．友達の説明を聞いて、自分の
言葉で説明しなおす。

５．たりないことがあれば、つけた
して説明を加える。

６．おかしいことがあれば指摘し
どこを直せばよいかを考える。

１．うまく伝わらない時、表現方法
を変えて説明する。

２．黒板に自分の考えを書きなが
ら説明する。

３．話を区切り、相手の反応を確
かめながら説明する。

４．質問を受けてそれに答えなが
ら説明を進める。

５．分かりやすいたとえに置き換
えて説明する。

６．質問を交えながら、相手の理
解を促し説明する。

話し手 聴き手

算数・数学で育てたい力

子どもたちの素朴な直観的

なアイデアをどんどん取り

入れ、それを順序立てて論

理的に説明していけるよう
にする。

推論

冗長な表現を簡潔に表現し

たり、わからない抽象的な内

容を具体的に表現しなおし、
皆が理解できるようにする。

表現

類推・帰納・演繹 図，表，グラフ，式等による表現

小5：分数の引き算

1cmの半分？1/12L !

違いは
どのく
らい？

中1：円とおうぎ形

右図も
できる
の？

この２つはコンパス

と定規で作図でき
そう？！



おわりに

子どもたちが互いに学び合うことで、算数・数学の楽しさを感じさせ、どのよう

な算数・数学の力をつけさせたらよいのかということを模索して、「ともに学ぶよ

ろこびを感じる算数・数学の授業づくり～相手の立場に立って理解・説明する力を

育てる～」というテーマを設定して研究に取り組んできた三年間でした。部会では

教材の開発や指導案づくりに活発な論議を交わし、より良い学び合いのある授業構

成を考えていきました。この研究を通じて、算数・数学を教えることへの喜びや小

中の連携の必要さをも感じ、大きな財産を得ることができたと思います。

この間、池田敏和先生には毎回熱心なご指導をいただき、丁寧に深く研究するこ

とで授業づくりや学び合いが深まるということを学ぶことができました。先生が話

される一言一言は算数・数学を学び指導することへの自信と勇気のようなものを与

えていただいたと感じております。心より感謝申し上げます。今後もご指導お願い

いたします。

また、学校講師として、私たちと共に考え、そして適切なアドバイスをいただい

た、岩並裕子先生、二瓶ともい先生にも、心より感謝申し上げます。

最後になりましが、研究員所属校の校長先生をはじめ教職員の皆様には大変お世

話になりました。この場をお借りして厚く御礼申し上げます。

教科・領域等研究 算数・数学科

ともに学ぶよろこびを感じる算数・数学の授業づくり
～相手の立場に立って 理解・説明する力を育てる～
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藤沢市教育文化センター 算数・数学科研究部会

研究員 三木有美子（藤沢市立高砂小学校教諭）

大川 裕之（藤沢市立富士見台小学校教諭）

森 亮介（藤沢市立中里小学校教諭）

林 宜秀（藤沢市立湘洋中学校教諭）

政近 吉郎（藤沢市立高浜中学校教諭）

講 師 池田 敏和（横浜国立大学教授）

学校講師 岩並 裕子（藤沢市立片瀬小学校教諭）

二瓶ともい（現藤沢市立鵠沼中学校教頭※1年目のみ）

担 当 藤村 澄門・平川 久子（藤沢市教育文化センター）
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